
お　願　い

1. 同封の葉書で、4月 11日までに、出欠のお返事をお寄せ下さい。

2. 例年どおり、大会参加諸経費の支払いは前納制を採らせていただきます。同封の郵便
振替払込書（社会経済史学会第72回全国大会実行委員会）による前納にご協力下さい

ますようお願い申し上げます（振替払込書の該当項目をチェックし、金額欄に合計金

額をご記入の上、4月30日までにご送金ください）。なお、領収証は大会当日受付に

てお渡しいたします。

参加諸経費は次の通りです。

大会参加費 ........................ 500円

報告要旨集代 ................ 3,500円

懇親会費 ........................ 5,000円

弁当代 ............................ 1,000円（5月 31日、6月 1日とも）

両日とも、申し込み人数分の弁当を準備いたします。５月３１日（土）は生協食堂で食事をとる

ことが出来ますが、6月1日（日）については営業しておりませんのでご了承下さい。

3. 大会参加諸経費を前納され、その後都合により大会に出席できなくなった方は、大会
開催 10日前までにその旨文書で主催校にお申し出下さい。

4. 報告要旨集は、5月初旬にお送りする予定です。

本学会第72回全国大会が、東京経済大学を主催校として、2003年（平成15年）5月31日（土）、

6月1日（日）の両日開催されることになりましたので、ここにご案内申し上げます。会員各位に

おかれましては、ご多忙中とは存じますが、本学会のいっそうの発展のため、是非ともご出席

を賜りますようお願い申し上げます。

社 会 経 済 史 学 会
第 72回全国大会実行委員会
事務局  東京経済大学内
〒 185–8502
東京都国分寺市南町 1– 7

2003年度
社会経済史学会
第72回全国大会

2003年5月31日（土）、6月1日（日） 東京経済大学
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社会経済史学会
第72回全国大会
プログラム
期日：2003年5月31日（土）、6月1日（日）
会場：東京経済大学

 第 2 日目　6月1日（日）

  9:00受付開始 1号館 1階ロビー

10:00～ 11:55  自由論題報告

11:55～ 13:00 昼休み

13:00～ 16:55  自由論題報告

 第 1 日目　5月31日（土）

  8:30受付開始 2号館 1階ロビー

  9:30～ 12:00 パネル・ディスカッション

12:00～ 13:00 昼休み

13:00～ 17:00 共通論題報告

17:00～ 18:00 会員総会（2号館 301教室）

18:15～ 20:15 会員懇親会（6号館 7階）

1 会場への交通路、各会場等の場所につきましては、当プログラム最終頁の案内地図及び大会

当日の案内掲示をご覧下さい。

2 懇親会を大会第1日目5月31日（土）の18時15分より6号館7階にて開催いたします。是非ご
参加下さい。

3 宿泊につきましては、主催校で手配いたしません。各自でご手配をお願いいたします。主な

宿泊施設は別紙資料をご覧下さい。

4 大会事務局への連絡：

郵便 〒 185–8502　東京都国分寺市南町 1–7
東京経済大学内　社会経済史学会第 72回全国大会実行委員会

 
 
 

■大会次第

■案内とご注意
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貨幣の多様性と統合の比較史
司会者 草野　正裕（甲南大学）

問題提起：貨幣の多様性と統合の比較史――前近代の貨幣史を中心として――

浦長瀬　隆（神戸大学）

報告 1. インド 谷口　謙次（大阪市立大学大学院）

報告 2. ドイツ 名城　邦夫（名古屋学院大学）

報告 3. 日本 安国　良一（住友史料館）

総括 岩橋　　勝（松山大学）

9:30～ 12:00 2号館 101教室
5月 31日（土） パネル・ディスカッション①

日本における経済思想史の十九世紀
司会者 矢嶋　道文（関東学院大学）

千田　武志（広島国際大学）

問題提起 川口　　浩（早稲田大学）

報告 1. 草間伊助（直方　1753－ 1831） 小室　正紀（慶應義塾大学）

報告 2. 岡田良一郎（1839－ 1915） 仁木　良和（立教大学非常勤）

報告 3. 武藤山治（1867－ 1934） 川口　　浩（早稲田大学）

討論者 1. 宮田　　純（中央大学大学院）

討論者 2. 坂本　慎一

（慶應義塾大学メディアセンター非常勤）

9:30～ 12:00 2号館 201教室
5月 31日（土） パネル・ディスカッション②
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9:30～ 12:00 2号館 301教室
5月 31日（土） パネル・ディスカッション③

共通論題報告
13:00～ 17:00 2号館 301教室

5月 31日（土）

アフリカとグローバル・ヒストリー――南部アフリカ経済史研究への挑戦――
司会者 布留川正博（同志社大学）

問題提起 北川　勝彦（関西大学）

報告 1. ポルトガル植民地支配と労働力供給地モザンビーク
――20世紀初頭南部アフリカ域内／国外リザーブの確立――

網中　昭世（津田塾大学大学院）

報告 2. 第二次世界大戦期モザンビークにおける綿花強制栽培と植民地支配体制の確立
――北部農村を中心に――

舩田クラーセンさやか（津田塾大学）

報告 3. 20世紀前半期における南アフリカの工業化の特質と地域経済圏の形成
西浦　昭雄（創価大学）

討論者 帝国史・国際関係史・グローバル史の立場から 秋田　　茂（大阪外国語大学）

　　　 アジア・アフリカ地域間関係史の立場から 大石　高志（神戸外国語大学）

工業化過程における商人資本
司会者 村上　勝彦（東京経済大学）

問題提起 石井　寛治（東京経済大学）

報告 1. 産業革命前後のスイスにおける商人・銀行と工業 黒澤　隆文（京都大学）

報告 2. 明治維新期の京・大坂・江戸における両替商金融 石井　寛治（東京経済大学）

コメント 1. 西洋経済史から 渡辺　　尚（東京経済大学）

コメント 2. 日本経済史から 粕谷　　誠（東京大学）

コメント 3. 東洋経済史から 曽田　三郎（広島大学）

討論
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① 10:00～10:55 19世紀前半におけるニジェゴロド定期市とロシアのアジア貿易
報告者 塩谷　昌史（東北大学）

司会者 土肥　恒之（一橋大学）

② 11:00～11:55 帝政ロシアにおけるポグロムと社会経済構造：
ベラルーシ・リトアニア地域を中心に
報告者 中谷　昌弘（新潟大学）

司会者 鈴木　健夫（早稲田大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 前近代の労働時間と賃金――1840年代都市建築労働者の実例――
報告者 武谷　嘉之（奈良産業大学）

司会者 岩橋　　勝（松山大学）

④ 14:00～14:55 明治初期の居留地貿易と内外商間の経済的結合性：
『横浜毎日新聞』からみた売込商・引取商の流通ネットワーク
報告者 鷲崎俊太郎（慶應義塾大学大学院）

司会者 天野　雅敏（神戸大学）

⑤ 15:00～15:55 明治初年における富山－長野間の新道に関する研究
――開通社関連史料の検討を中心に――
報告者 若林　秀行（高崎経済大学大学院）

司会者 加藤　要一（九州産業大学）

⑥ 16:00～16:55  明治中期勧業政策を巡る群馬県会の動向
――測候所設置問題を中心に――
報告者 江崎　哲史（高崎経済大学大学院）

司会者 井川　克彦（日本女子大学）

6月 1日（日） 自由論題報告

第 1会場 1号館 310教室
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① 10:00～10:55 葉煙草専売制度施行以前の産業煙草仲買商
――奸商イメージの妥当性――
報告者 近藤　尚弘（秦野市役所）

司会者 谷本　雅之（東京大学）

② 11:00～11:55 創業期官営製鐵所の性格について
報告者 清水　憲一（九州国際大学）

司会者 千田　武志（広島国際大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 明治後期における都市資産家と天皇制国家
報告者 黄　　完晟（九州産業大学）

司会者 高嶋　雅明（和歌山大学）

④ 14:00～14:55 戦前期同業組合活動の展開過程とその限界
――兵庫県揖保郡素麺同業組合を事例として――
報告者 久岡　道武（神戸大学大学院）

司会者 大森　一宏（愛知学泉大学）

⑤ 15:00～15:55 戦前期のわが国大都市における小売市場（こうりいちば）の担い手に関
する考察
――『名誉職大鑑』を資料とするライフヒストリーの解明――
報告者 廣田　　誠（神戸学院大学）

司会者 老川　慶喜（立教大学）

第 2会場 1号館 404教室

6月 1日（日） 自由論題報告
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① 10:00～10:55 「消費のモダニズム」と百貨店――新中間層の主婦を中心に――
報告者 近藤　智子（国学院大学大学院）

司会者 宮本　又郎（大阪大学）

② 11:00～11:55 1920年代日本の対外決済構造と正貨・為替政策
――「在外正貨」再考――
報告者 岸田　　真（慶應義塾大学大学院）

司会者 伊藤　正直（東京大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 両大戦間期知多産地における下請織布工場の動向
――冨貴織布株式会社を事例として――
報告者 橋口　勝利（京都大学大学院）

司会者 阿部　武司（大阪大学）

④ 14:00～14:55 戦時体制下におけるわが国の銀行規制
報告者 邉　　英治（東京大学大学院）

司会者 浅井　良夫（成城大学）

⑤ 15:00～15:55 パチンコ産業の構造変化とマイノリティ社会の経済行動
報告者 韓　　載香（東京大学大学院）

司会者 武田　晴人（東京大学）

第 3会場 1号館 406教室

6月 1日（日） 自由論題報告
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① 10:00～10:55 植民地期台湾、1910－30年代の開発、環境変化とマラリアの流行
――作られた「悪環境」――
報告者 顧　　雅文（横浜国立大学大学院）

司会者 脇村　孝平（大阪市立大学）

② 11:00～11:55 戦時における台湾拓殖の金融構造
報告者 湊　　照宏（東京大学大学院）

司会者 堀　　和生（京都大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 清朝と漢奸――アヘン戦争時の 沿海民対策を中心に――
報告者 村上　　衛（京都大学）

司会者 浜下　武志（京都大学）

④ 14:00～14:55 民国期北京双合盛ビール工場の営業活動
報告者 一ノ瀬雄一（大阪府立伯太高校）

司会者 浜下　武志（京都大学）

⑤ 15:00～15:55 「満州国」の人口と労働力――各種統計と産業別人口――
報告者 山中　峰央（東京経済大学大学院）

司会者 小林　英夫（早稲田大学）

⑥ 16:00～16:55 第一次日印会商と英印関係の変容――インド原棉問題をめぐって――
報告者 木谷名都子（大阪外国語大学大学院）

司会者 柳沢　　悠（東京大学）

第 4会場 1号館 309教室

6月 1日（日） 自由論題報告
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① 10:00～10:55 18世紀後半イングランドの地方銀行業
――ノッティンガム・スミス銀行の活動から――
報告者 石津　美奈（慶應義塾大学大学院）

司会者 坂巻　　清（東北大学）

② 11:00～11:55 19世紀半ばのケムブリッジ州ウィリンガム教区における議会囲い込み
――コミュニティと議会囲い込み――
報告者 伊藤　栄晃（関東学園大学）

司会者 梅津　順一（聖学院大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 19世紀後半イギリス製鉄工業都市の労働市場
報告者 安元　　稔（駒澤大学）

司会者 湯沢　　威（学習院大学）

④ 14:00～14:55 19世紀末イギリスにおける実業教育振興活動の展開
――ロンドン・カウンティ・カウンシル技術教育委員会の事例――
報告者 松本　　純（松山大学）

司会者 松村　高夫（慶應義塾大学）

⑤ 15:00～15:55 1908年老齢年金法とイギリス「国民」の創造
――国家福祉における受容と排除、安定と拘束――
報告者 高田　　実（九州国際大学）

司会者 小野塚知二（東京大学）

⑥ 16:00～16:55 歴史研究における大衆消費とデータ分析
――イギリスにおける「ファッションの制度化」をめぐって――
報告者 眞嶋　史叙（オクスフォード大学大学院）

司会者 草光　俊雄（東京大学）

第 5会場 1号館 304教室

6月 1日（日） 自由論題報告
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① 10:00～10:55 15・16世紀アウクスブルクの職人組合と職人運動
報告者 佐久間弘展（早稲田大学）

司会者 田北　廣道（九州大学）

② 11:00～11:55 バイエルンの工業化について
――先進農業地域型産業革命論の試み――
報告者 箱山　健一（茨城工業高等専門学校）

司会者 渡辺　　尚（東京経済大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 マックス・ヴェーバーは何故に商科大学を批判したのか
報告者 早島　　瑛（関西学院大学）

司会者 柳澤　　治（明治大学）

④ 14:00～14:55 19世紀ドイツ中等技術教育の発展とその地域的差異
報告者 森　　良次（福島大学）

司会者 今久保幸生（京都大学）

⑤ 15:00～15:55 都市自治体の電力事業導入
――「フランクフルト電力システム論争」を中心に――
報告者 森　　宜人（日本学術振興会）

司会者 加来　祥男（九州大学）

⑥ 16:00～16:55 1920年代ドイツの住宅建設
――建設業における公益的企業と民間利益団体との対立――
報告者 柳沢のどか（一橋大学大学院）

司会者 田野　慶子（青山学院大学）

第 6会場 1号館 305教室

6月 1日（日） 自由論題報告
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① 10:00～10:55 17世紀のアムステルダム銀行とバルト海貿易
――アムステルダム銀行設立からフランス侵攻時（1609～72年）までの
銀行預金の役割――
報告者 中谷　俊介（神戸大学大学院）

司会者 中沢　勝三（弘前大学）

② 11:00～11:55 アメリカ革新主義と株式会社局の設立（1903年）
――企業情報の開示と独占規制――
報告者 水野　里香（横浜国立大学大学院）

司会者 須藤　　功（明治大学）

11:55～13:00 昼休み

③ 13:00～13:55 第一次大戦期のアメリカ系銀行フランス支店
――ファーマーズ・ローン・アンド・トラストの事例――
報告者 菅原　　歩（京都大学大学院）

司会者 矢後　和彦（都立大学）

④ 14:00～14:55 パリ機械工業の再活性化とその限界　1939～1958
報告者 中島　俊克（立教大学）

司会者 廣田　　功（東京大学）

⑤ 15:00～15:55 アメリカのドイツ政策をめぐる外交問題評議会の活動
――ドイツ問題研究会（1946～47年）の分析を中心として――
報告者 河崎　信樹（日本学術振興会）

司会者 雨宮　昭彦（千葉大学）

⑥ 16:00～16:55 赤十字国際委員会の活動と財政 ―― pecunia ist nervus pacis ――
報告者 上野　　喬（東洋大学）

司会者 原　　輝史（早稲田大学）

6月 1日（日） 自由論題報告

第 7会場 1号館 306教室
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西武
多摩湖線

西武
国分寺線

国分寺駅

北口

至立川 南　口

ＪＲ中央線

ＧＳ

コンビニ

殿ヶ谷戸庭園みずほ銀行

至新宿・東京

東京経済大学

学生会館
学生厚生
会館

葵陵会館

2号館 1号館

3号館

6号館

100周年記念館

5号館

5号館

4号館

図書館

内　庭正門

駐
車
場

パネル・ディスカッション
共通論題報告会場

懇親会
会　場

自由論題報告会場

ＪＲ中央線、西武線「国分寺駅」 下車
国分寺駅南口を新宿方面に徒歩約 13分
　新宿→国分寺：20分
　東京→国分寺：35分（いずれも中央線快速利用）


